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概要

消防職員に求められる体力を消防活動体力とし、消防活動体力は成人国民体力、消防活動基礎体力、

消防活動専門性体力の三つの体力から構成されるものと定義した。次に、東京消防庁警防隊員 368名を

対象に消防活動専門性体力の測定を実施し、その測定値の集計・分析を行し、評価表の作成をおこなった。

さらに、成人国民体力、消防活動基礎体力、消防活動専門性体力の評価から、消防活動体力の評価基準

を作成し、消防職員の総合的な体力評価基準を作成した。

1 はじめに

これまでに消防職員の体力について、系統付けて整理された

ものはなく、消防職員の体力については枠組みが不明確であっ

た。

そこで、本検証では近代スポーツトレーニングの構造図を参

考にして、消防職員の体力について定義づけをおこない、検証1

では消防活動専門性体力の測定方i去を決定し、検証2では消防

活動専門性体力視IJ定の評価表を作成し、検証3において成人国

民体力、消防活動基礎体力の評価とを合わせた、消防職員の総

合的な体力である消防活動体力の評価表を作成することとした。

2 検証

(1)検証1 消防活動専F明全体力測定種目
消防活動専門性体力は消防活動特有の動きを内在させた専門

的な体力である。そこで、現場活動に近い活動を一般化した消

防活動モデル(防火造)"をもとに、運動強度が同程度であり、

各所属において測定が可能で、測定方法が統一されるように測

定種目を検討した。

ア淑1庭種目の作成

測定種目の作業内容は、消防舌動モデ、ル肪火過を参考にし

て表1のように作成し、資若宮キ才σコ配置位置は図1のとおりとした。
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イ 運動強度の検証

(ア) 被験者

図1

被験者は東京消防庁消防技術安全所活動安全課に勤務する健

康な男性職員 3名とした。被験者の身体特性の平均は表 2のと

おりである。

身長(cm) 体重(kg) 年齢(歳)
身体特性 169 66 31 

表2

実施持期は、平成18年4月7目。実施場所は、東京消防庁第

三消防方面訓練場。

(イ) 測定種目

a 消防活動モテ守ル(防火迫

火災現場の活動分析をもとに、防火造火災において出現頗度

の高し、作業を抽出してモデル化したものである。

b 消防活動専門性体力測定種目

消防活動モデル(防火iruを参考に、測定種目を考案したもの
@|・・|回附ト........叩畑一H ・ i菊五F 引田町両官| である。

表1

*活動安全課 **芝消防署
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まとめ

消防活動モデル(防火過と消防活動専門性体力測定種目は、

実災害に近く、同等の運動強度であると考えられたc このこと

から、消防活動専門性体力測定種目を消防活動専門性体力の測

定種目に決定しι
ω 検証2 消防活動専F明主体力測定の評価表の作成
方法

(ア) 調留守象者

信頼率計算式2)を使い、東京消防庁男性警防隊員から、 90%

の信頼に必要な年代別測定人員を算出した。それに応じて、予

備の被験者を含め、男性警防隊員 368名(うち 20代 84名、 30

代69名、 40代田名、 50代 127名)を椀験者としたG 被験者の

年齢特性は、表4のとおりであった。

二工

ア

(ウ) 測定項目

a 実施所要時間

づ車の活動を実施する際に要した所野寺聞を測定した。

IN白数

チームポラーノレlこより、活動中の州当数を測定しι
c 主観的運動強度 (RPE) 

寸車の活動を実施する前後に、主緋句運動強度を測定しt:.o
ウ結果と考察

(ア) 表 3は、消防活動モデル(防火造)と消防活動専門性体

力測定種目の実施における、実施所要時間、 'N白数、主観的

運動強度の結果である。

b 

霊童昼蓋主旦且量孟且
60 

妄τ
叫一叩年齢 (N=368)

(イ) 図 2は、作業項目の各地長にける平均心拍数の搭移を示

したものである。 実施時期は、平成 18年 4月 20日から同年7月 20日までの問、

実施場所は、第二、三、玉、七、八方面訓練場で実施しι
(イ) 測定種目

消防活動専門性体力測定種目とし、実施?苛要時間を測定した。

(ウ) 分析方法

20 代(l8~29 才)、 30 代 (30~39 才)、 40 代 (40~49 才)、

50 代 (50~59 才)と年代別に分類し、実施所要時間の平均値、

標準偏差値を算出し乞これを基に、図 3のように 5段階に区

分し、評価表を作成した。

(38紛 1 位4司:(7%) 
C B A 
平崎 0.550 1.550 

阪SDとはl:;¥"制国廷をあらUす。

200 

180 

160 
/ 

140 

120 
/ 1=:==1 . 

100 

80 

60 

拍40 ③ ③ ③④⑤⑥②⑧⑨ ⑩ ⑪ ⑫<Il> 

;;i;i ii j ;;i i! 
(24%) 

D 

図3

イ結果と考察

(ア) 消防活動専F明主体力測定結果

表 5は年代男IJの消防活動専門性体力測定結果表である。年代

が上昇すると実施所要時間は長くなっていた。

(イ) 消防活動専門性体力測定割面表

表 6は消防活動専門性体力測定割面表である。年{切lで矧面

しているため、 A~判面で、あっても年代別によって実施所要時聞

が異なっている。
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表5

量企血
147.93 

139.42 
173.28 
185.13 

20宵寸N=84)
30代 (N=69)
40代 (N=88)
50代 (N=127)
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(ウ) RPEの比較から、測定終了後の数値の差は0.7と近似値で

あることから身体の主観的運動強度は同等のものと考えられる。

(エ) 'L粕数の比較から、消防活動モデル(防火造)より測定版

のほうが、最高IL粕数、平均IL粕数いずれも、 1~5 拍、少ない

が、これはi割以値であることから全身持久力は、同等のものと

考えられる。

(オ) タイムの比較から、消防活動モデル(防火造)より測定版

のほうが、 61秒多く時間を要している。

これは、測定版でのホースカーか折、はしご搬送時では、

5m四方に設置されたロード‘コーンを、回ることと階段の上り

下りを踏台昇降運動に替えたことから生じた差であると考えら

れる。また、曲がることの多し、搬送のほうが、より実災害に近

いものと考えられる。

(カ) 消防活動モデル(防火i白と、測定版における被験者の各

地点平均IL-f白数の推移のグラフから現行版と測定版の、各地保

における平均IL-f白数の差は::!::1~2拍である。このことから、全

身持久力の強度は、消防活動モデル(防火造)、測定版ともに、

同等と考えられる。

図2



(ウ) 評価表は年代目IJに分類したことで、各年{匂冒の目標となる

数値が瞬時に理解でき、目標設定が立てやすく、すべての年代

で適用でき、年輩者でも若者と同等の点数で評価ができるため、

競争心を含め、目標達成への意欲、向上心が芽生えると考えら

れる。

(3) 検証3

方法ア

消防活動体力の評価基準の作成

成人国民体力測定、消防活動基礎体力測定、消防活動専門性

体力測定の評価の比重を決定し、その比重をつけた各評価を得

点化するものとした。次に、それらの得点を合計し消防活動体

力の矧面表を作成しt:."

イ結果

(ア) 比重

消防活動体力は、消防職員に求められる職業的体力であるこ

とから、消防活動専門性体力が消防職員の職務に最も関連して

し、る。そこで、消防活動専門性体力の評価を、他の成人国民体

力、消防活動基礎体力の評価よりも重くすることとした。

次に、成人国民体力及び消防活動基礎体力は、消防活動を迅

速に、力強く、安全に劫包するための土台となる基礎体力要因

であることから、消防職員の体力評価において必要な体力であ

る。そこで、成人国間本力矧面と消防活動基礎体力評価を合わ

せて基礎体力評価とした。

これらのことから、成人国民体力及び消防活動基礎体力の評

価を lとした場合、消防活動専門性体力の評価を2とすること

とした。図4は消防活動体力を体系図にしたものである。

図4
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(イ) 得点化

各体力評価は、 AからEまでの 5段階評価であることから、

Aを5，夜、 Bを4点、 Cを3点、 Dを2点、 Eをl点として得z

点化した。

基礎体力言淵面と消防活動専門性体力矧面の相対比率が1対1

であることから、消防活動専門性体力の得点には2を乗じて、

株点を合計し、 20点満点を5段階に分類し評価表としむ

(ウ) 消防活動体力音羽面表

表7は消防活動体力評価表である。20点j前点をl級とし、

各級、 4点ず哨扮されてしも。

評価 合計得点(点〉

1級 20 

2級 16-19 

3級 12-15 

4級 8-11 

5級 4-7 

表7

ウ効果

消防職員を対象に、3つの測定種目の簡面基準を作成し5段階

矧面にしたことにより、 Cの評価が消開設員の標準となり、 A、

B評価は非常に体力レベルが高いと判断される。これにより、

C評価の者はA、B評価を目指し、D、E評価の者は消防職員

の標準であるC評価を目指して努力するといった、目標達成へ

の意欲・向上心が高まり、災害に対応できる強靭な体力づくり

が期待できると考えられる。

3 まとめ

常時即応で災害に対応しなければならない我々職員は、目標

達成への高い意欲と向上心を持ち、消防活動に必要な体力を養

う、本検証はこの姿勢に立ち、取り組んだ結果である。職員が

強靭な体力があれl瑠民の安全・安心につながる。
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Experiment on Firefighters' Physical Fitness Evaluation 

Basic Physical Fitness and Special Physical Fitness for Firefighting 

Kei suke YOSHIDA¥Tomohisa SAKAGUCHI柿， Yukimori SHIMOHATA* 

Abstract 

We defined physical fitness required for firefighters as firefighting physical 

fi tness and categorized i t into adul t physical fi tness， basic firefighting physical 

fitness， and special firefighting physical fitness. Then， 368 firefighters in the 

Tokyo Fire Department were examined for their special firefighting physical fi tness. 

Obtained values were calculated and analyzed to create evaluation criteria. 

Evaluation criteria for firefighting physical fitness were also developed based on 

the evaluation data for adul t physical fi tness， basic firefighting physical fi tness 

and special firefighting physical fitness so that firefighters' overall physical 

fitness could be evaluated. 

・ Operational Safety Section ..Shiba Fire Station 
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